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G-TRANｼﾘｰｽﾞ 
ﾋﾟﾗﾆ真空計 SP1 

ｸｲｯｸﾏﾆｭｱﾙ 

 
 

はじめに 
本ｸｲｯｸﾏﾆｭｱﾙは、操作方法や表示内容を簡単に確認して頂くために作成しております。

詳しい使用方法､製品のご使用上のご注意、安全に関することに関しては、本製品を

お使いになる前に必ず取扱説明書と合わせてお読み頂き、正しくご使用して頂くよう

お願い致します。 
弊社ﾎー ﾑﾍ゚ ｼー゙ からﾀ゙ ｳﾝﾛー ﾄ゙ できます。 https://showcase.ulvac.co.jp/ja 
本書は、S/N 00001以降のものを対象として記載しています。 

 
1. 各部の説明 

1.1. SP1本体 

 
 

名称(表記) 機能 

① POWERﾗﾝﾌ゚  
(POWER) 

本器へ電源が供給されているときに点灯します。 

② ERRORﾗﾝﾌ゚  
(ERROR) 測定子のﾌｨﾗﾒﾝﾄが断線したときに点灯します。 

③ SET-1ﾗﾝﾌ゚  
(SET-1) ｾｯﾄﾎ゚ ｲﾝﾄ1が動作中のとき点灯します。 

④ SET-2ﾗﾝﾌ゚  
(SET-2) ｾｯﾄﾎ゚ ｲﾝﾄ2が動作中のとき点灯します。 

⑤ SET-1設定ﾄﾘﾏー  
(SET-1) ﾄﾘﾏー の調整によりｾｯﾄﾎ゚ ｲﾝﾄ1の値を設定します。 

⑥ SET-2設定ﾄﾘﾏー  
(SET-2) ﾄﾘﾏー の調整によりｾｯﾄﾎ゚ ｲﾝﾄ2の値を設定します。 

1.2. 入出力ｺﾈｸﾀ（D-sub15ﾋﾟﾝ M2.6mmﾈｼﾞ） 

 
 

端子番号※ ｾﾝｻﾕﾆｯﾄ 信号の方向 接続先 
1 電源＋24V ← POWER 
2 断線信号 → ﾘﾓー ﾄﾎｽﾄ 

ﾃ゙ ｨｽﾌ゚ ﾚｲﾕﾆｯﾄ 3 ｾｯﾄﾎ゚ ｲﾝﾄ動作信号1 → 
4 測定ﾕﾆｯﾄ接続確認信号 → 
7 ｾｯﾄﾎ゚ ｲﾝﾄ設定値1 → 
8 測定値 → 

9 電源GND - POWER 
10 GND(15pinと共通) - ﾘﾓー ﾄﾎｽﾄ 

ﾃ゙ ｨｽﾌ゚ ﾚｲﾕﾆｯﾄ 11 ｾｯﾄﾎ゚ ｲﾝﾄ動作信号2 → 
14 ｾｯﾄﾎ゚ ｲﾝﾄ設定値2 → 
15 GND(10pinと共通) - 

※この項目に表記されている以外の端子は未使用です。 
未使用部は内部回路で使用されていますので配線しないで下さい。 
 
2. 製品の取り付け 

2.1. 事前準備 
①梱包を解き、員数を確認して下さい。 
②各機器が破損していないかどうかを調べて下さい。 

2.2. 取り付け 

2.2.1. 測定子の取り付け 
 ｸﾗﾝﾌﾟ止めﾈｼﾞを回しｸﾗﾝﾌﾟをゆるめます。その後以下の手順で取り付けて下

さい。 

 
図2-1.測定子の取り付け 

 
①測定子をﾋﾟﾝの向きを合わせ、奥まで差し込む 
②ｸﾗﾝﾌﾟで測定子を挟み込む 
③止めﾈｼﾞを締め測定子を固定する。 

 
ﾋﾟﾗﾆ真空計SP1に測定子を取り付ける際は、下記の3点に御注意下さい。注意

を怠りますと、測定子を破壊させる恐れがあります。 

 

1.ｸﾗﾝﾌﾟ止めﾈｼ （゙図2-1③）は、測定子にｶﾞﾀつきが無くなる程度で締め付け

を止め、それ以上締め付けしないで下さい。   

推奨締め付けﾄﾙｸ：0.4N･m以下 

 

2.ｸﾗﾝﾌﾟ止めﾈｼﾞの1本だけを強く締め付けた後、もう片方を締め付ける片締

めはしないで下さい。ｸﾗﾝﾌﾟ止めﾈｼﾞは極力2本を同じ締め付けﾄﾙｸで締めて

下さい。 
 
3. 測定子はしっかりと挿入する。 

差し込みが不十分 ⇒ﾘー ｸ発生 差し込み十分 

  
 
2.2.2. ｾﾝｻﾕﾆｯﾄの取り付け 
測定子を真空装置のｹﾞｰｼﾞﾎﾟｰﾄに取り付けて下さい。 
1)測定位置 
圧力の測定は、測定子の接続した位置の静圧を測ります。真空系内に流れが

あったり、放出ｶﾞｽ源・電子またはｲｵﾝの強い発生源があるようなときは測定

位置の選定に注意し、影響の少ない位置に取り付けるようにして下さい。 

ﾋﾟﾗﾆ真空計はその測定原理より、測定子の周囲温度が測定値に影響を及ぼし

ます。周囲温度が校正時の温度（約25℃）から著しくずれないよう取り付け位

置にご注意下さい。 
 
2)測定子の取り付け 
・取り付けは、測定子取り付け開口面が気体の流れに平行になるように行っ

て下さい。特に気体等が測定子内にﾋﾞｰﾑ状で入らないようにして下さい。(図 
2-2参照) 
・できる限りﾌｨﾗﾒﾝﾄが重力に垂直になるように取り付けて下さい。(図 2-2参
照) 
・ﾋﾟﾗﾆ測定子のﾌｨﾗﾒﾝﾄは、φ25μmと細いものですので振動の多い場所での使

用は極力避けて下さい。また、ﾌｨﾗﾒﾝﾄ断線の最大の要因は機械的ｼｮｯｸによる

ものですので設置場所・取り扱いには、注意して下さい。 
・測定子の取り付けに用いるOﾘﾝｸﾞは、ｶﾞｽ放出の少ないものをご使用下さい。

測定子の接続にｺﾞﾑ管やｸﾞﾘｰｽ等の放出ｶﾞｽの多い材質を用いますと誤差の要

因となります。 
 

 
図2-2.SP1の取り付け 

2.2.3. 電気結線 
電気配線は1項各部の説明のﾋﾟﾝ配置を参考に行って下さい。 
 
・本器へ測定子やｹｰﾌﾞﾙ等を取り付け、最後に電源を供給して下さい。 
・GND[10pin]とGND[15pin]は共通です。測定値出力、ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ動作信号のGND、

ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ設定値のGND、断線検出のGNDにはこれらのGNDをお使い下さい。 
・電源GND[9pin]とGND[10pin][15pin]は内部でﾌｨﾙﾀを通した後共通になって

います。電源ﾗｲﾝ接続の際は電源+24V[1pin]と電源GND[9pin]を用いて下さい。

その他GNDを用いた場合、ﾉｲｽﾞの影響を受けやすくなる可能性があります。 
・ｹｰﾌﾞﾙの接続部には極力力が加わらないようにｹｰﾌﾞﾙを固定して下さい。 
・ｺﾈｸﾀ固定用ネジは確実に締めて下さい。 
・本器への電源供給は、ﾋﾟﾝ番号を間違わぬよう行って下さい。 
 
3. 取扱上の注意点 
・測定は測定子に通電後1分以上経過し出力の安定した後に行って下さい。 
・精密な測定を行う際は少なくとも通電後10分以上経過して測定子の温度平

衡が十分に成り立った後に行って下さい。 
・一連の測定の間は測定子の通電を途中で切らないようにして下さい。 
・測定子が化学的に活性または、吸着性の高い気体にさらされた後は、特性

が変わることがあります。このような場合には測定子部に通電した状態で、

窒素・不活性ｶﾞｽまたは乾燥空気を満たして排気する操作(洗い出し作業)を繰

り返して下さい。特性の変化する前の状態に復帰する可能性があります。但

しこれらの気体であっても測定子の開口面に向けて吹き込むような洗い出し

操作は避けて下さい。この洗い出し操作を行っても特性の復帰する見込みが

ない場合には測定子を交換して下さい。 
・ﾋﾟﾗﾆ真空計は全ての気体に対して感度を持っていますが、その値は気体の

種類によって異なっています。本器は気体を窒素（N2）とみなし圧力を出力

致します。 
 
4. 外部入出力信号 
ｾﾝｻﾕﾆｯﾄの上部ｺﾈｸﾀより各種信号をｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ形式で出力しています。内部回

路は図 4-1のようになっています。 
4.1. ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ動作信号[SET-1 ON/OFF] [SET-2 ON/OFF] 
ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄの出力は、設定した圧力よりも測定値が低くなったときに内部ﾄﾗﾝｼﾞ

ｽﾀが動作します。(ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄON時にLo出力) 
ﾋﾟﾝ番号は1.2.各部の説明 を参照して下さい。 
(→6.機能解説) 
4.2. ﾌｨﾗﾒﾝﾄ断線信号[ERR ON/OFF] 
測定子のﾌｨﾗﾒﾝﾄ断線時、ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀが動作します(断線時にLo出力)。このときｾｯ

ﾄﾎﾟｲﾝﾄ出力はｵﾌになります。 
ﾋﾟﾝ番号は1.2.各部の説明を参照して下さい。 

  
 

出力定格[24Vmax、50mAmax、飽和電圧1V] 
図 4-1.信号出力内部回路図 

 
5. ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄの設定 
ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄを使用する場合、説明に従って必要な設定を行って下さい。 

(工場出荷時はｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ1、2共に1.4×102Pa付近(約2.5V)に設定されています。) 
本器I/Oｺﾈｸﾀの1pin［電源+24V］9pin［電源GND］を配線し、ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ設定値

とGND間に電圧計を接続します。 
ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ設定用のﾄﾘﾏｰを回すことで ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ設定値とGND間に設定電圧が

出力されます。 
出力電圧は測定圧力のｶｰﾌﾞと同じになっています。設定したい圧力ﾎﾟｲﾝﾄの

電圧値を換算表から読み取り、その電圧となるようﾄﾘﾏｰを回して調整して下

さい。 
ﾄﾘﾏｰは時計回りで設定値が高くなります。また、ﾄﾘﾏｰは3回転のものを使用

しており、回転の上下限を超えると「ｶﾁｯｶﾁｯ」と空回り状態となります。 

 
6. 機能説明 

6.1. ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ[SET-1 ON/OFF] [SET-2 ON/OFF] 

6.1.1. ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄとは 
ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ機能とは、測定圧力がある圧力値以下になったかどうかを信号とし

て出力する機能です。出力する信号の形態はｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ形式です。 
ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄON時：Lo出力 
出力定格：24VMAX、50mAMAX、飽和電圧1V 
 
6.1.2. ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄの設定 
ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ値の設定は、本器ﾌﾛﾝﾄのﾄﾘﾏｰで行います。また、設定可能な値は測

定範囲同様4.0×10-1～3.0×103[Pa]となっています。 
 
6.2. 断線検出[ERR ON/OFF] 
 断線検出使用時の注意 
測定ｶﾞｽの主成分が､水素(H2)やﾍﾘｳﾑ(He)ｶﾞｽなど熱伝導が大きい気体を測定し

た場合、ﾌｨﾗﾒﾝﾄが断線していなくても､断線と判断することがあります｡ 
 
6.2.1. 断線検出とは 
断線検出機能とは、測定子のﾌｨﾗﾒﾝﾄが断線したことを信号として出力する機

能です。出力する信号の形態はｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ形式です。 
断線時 ：Lo出力 
出力定格：24VMAX、50mAMAX、飽和電圧1V 
 
6.2.2. 断線の確認 
ﾋﾟﾗﾆ測定子ﾌｨﾗﾒﾝﾄの結線は下図のようになっております。これを参考に導通

を確認して下さい。ﾌｨﾗﾒﾝﾄの抵抗値は大気圧で約13Ωです。 
 
注)断線確認時のご注意 
測定子の寿命が縮むのを避けるため、ﾌｨﾗﾒﾝﾄには10mA以上の電流を流さない

で下さい。 
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２：ERROR動作信号-ON/OFF

３：ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ動作信号-1_ON/OFF

４：測定ﾕﾆｯﾄ接続確認信号-OK/NG

10：OUT-COM

15：GND

11：ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ動作信号-2_ON/OFF

本機内部回路 ＰＬＣｏｒＰＣ内部回路

本機内部回路



 
図 6-1.測定子(WP-01、02、03、16)ﾌｨﾗﾒﾝﾄ結線図 

 
6.2.3. ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾕﾆｯﾄ使用の場合 
ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾕﾆｯﾄの断線信号は、本器からの断線信号を受け出力しています。ﾃﾞｨ

ｽﾌﾟﾚｲﾕﾆｯﾄから断線信号を使用するときは、本器～ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾕﾆｯﾄ間の断線信号

用ﾋﾟﾝ[2pin]を必ず接続して下さい。 
 
6.3. 測定値出力 

6.3.1. 測定値電圧出力形態 
全ての測定圧力範囲を0～10Vのｱﾅﾛｸﾞ電圧(非線形)で出力しています。 圧

力と測定値出力電圧の関係詳細は右の表を参照して下さい。 
測定値電圧は入出力ｺﾈｸﾀの測定値[8pin]-GND[10pinまたは15pin]間に出力さ

れています。ﾋﾟﾝ配置は1項各部の説明を参照して下さい。 
  
6.3.2. 各状態での測定値出力 
測定時に起こりうるいくつかの状態での測定値出力は、表 6-1のようになっ

ています。 
表 6-1各測定値出力状態 

動作状態 測定値出力電圧 
正常測定時 測定圧力に対応した電圧 
ﾌｨﾗﾒﾝﾄ断線時  9V以上 
大気圧 5V以上 
測定可能下限を下回ったとき 0V 

 
7. 仕様 

7.1. 基本仕様 
名称 ﾋ゚ ﾗﾆ真空計 ｾﾝｻﾕﾆｯﾄ SP1 
接続可能測定子 1本 
適用測定子 WP-01、WP-02、WP-03、WP-16 

測定圧力範囲 4.0×10-1
～3.0×10 +3[Pa] 

測定精度 
(工場出荷時)  

0.4Pa ～  10Pa：±50% 
10Pa ～  50Pa：±30% 
51Pa ～ 760Pa：±15% 

760Pa ～1000Pa：±30% 
1000Pa ～3000Pa：±50% 

測定子互換性 ﾌｨﾗﾒﾝﾄ抵抗値で±3%以内 
使用温度範囲 10～40℃ 
制御入力信号 無し 
ﾃ゙ ﾀー出力 DC 0V～10V 非線形 

 
測定値ﾃ゙ ﾀー 
ｾｯﾄﾎ゚ ｲﾝﾄ動作設定値1:ﾃ゙ ﾀー 
ｾｯﾄﾎ゚ ｲﾝﾄ動作設定値2:ﾃ゙ ﾀー 

制御出力信号 ｵー ﾌ゚ ﾝｺﾚｸﾀ出力、負論理 
[24VMAX、50mAMAX、飽和電圧1V] 

 
断線信号[

＿＿＿

ON /OFF] 

 
ｾｯﾄﾎ゚ ｲﾝﾄ動作信号-1[

＿＿＿

ON /OFF] 

 
ｾｯﾄﾎ゚ ｲﾝﾄ動作信号-2[

＿＿＿

ON /OFF] 

LED表示 
POWER SET-1 
ERROR SET-2 

使用電源 DC24V±2V,90mA  (センサユニット単体) 
入出力ｺﾈｸﾀ D-sub15 ﾋ゚ ﾝ  M2.6ﾈｼ゙  
本体質量 190g (測定子を含まず) 
外形寸法 約φ50×146mm（測定子含む） 

 
7.2. 標準付属品 
ｺﾈｸﾀ D-sub15 ｿｹｯﾄ  M2.6ﾈｼ゙  1個 
ｸﾗﾝﾌﾟﾌｰﾄﾞ  1個 
ｸｲｯｸﾏﾆｭｱﾙ 本紙 1枚 

 

7.3. ｵﾌﾟｼｮﾝ 
ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾕﾆｯﾄ 
 1CH ﾃ゙ ｼ゙ ﾀﾙ ISG1（DC24V電源仕様） 

※販売終了：ISP1、ISP2、IAP2 
4CH ﾃ゙ ｼ゙ ﾀﾙ IM1R1（DC24V電源仕様） 

1M2R1（AC100V電源仕様） 
測定子 仕様「適応測定子」項参照 
ﾃ゙ ｨｽﾌ゚ ﾚｲｹー ﾌ゙ ﾙ 2、5、10m（本器～ﾃ゙ ｨｽﾌ゚ ﾚｲﾕﾆｯﾄ間用） 

 
8. 保証 

本製品は、厳格な社内検査を経て出荷されておりますが、万一製造上の不

備、輸送中の事故等、当社の責による故障が発生した場合には、ご購入先、最

寄りの営業所、代理店または弊社規格品事業部に申しつけて下さい。無償に

て修理、交換いたします。 
保証対象：本器ｾﾝｻﾕﾆｯﾄ 
保証期間：納入日から1年以内 
保証範囲 

1) 国内取引の場合：納入時、輸送上の不具合による損傷がある製品。 
2) 直接輸出取引の場合：納入時、輸送上の不具合による損傷がある製

品。最新のINCOTERMSにて規定されている保証範囲に準ずるものと

します。 
3) 測定圧力、使用温度範囲、使用電源など、基本仕様の条件内でご使用

になっているにもかかわらず、本器基本仕様を満足していない製品。 
 

対応方法 
1) 国内取引の場合: 代替品の送付 もしくは 弊社又は最寄の弊社ｻｰﾋﾞｽｾ

ﾝﾀへ返送頂き修理を実施します。現地対応が必要な場合は別途弊社規

格品事業部または最寄りの営業所、代理店にご相談下さい。 
2) 直接輸出取引の場合: 代替品の送付 もしくは 弊社又は最寄の弊社ｻｰ

ﾋﾞｽｾﾝﾀへ返送頂き修理を実施します。返送費用は、お客様にてご負担

願います。 
 

免責事項 
1) 保証期間を過ぎている製品｡ 
2) 火災、風水害、地震、落雷等の天災、戦争等の不可抗力の災害によっ

て発生した故障、不具合 
3) 取扱上の不注意、誤った使用方法によって発生した故障、不具合 
4) 弊社の承諾なく改造・分解・修理を加えた製品 
5) 異常環境下（強い電磁界、放射線環境、高温、高湿、引火性ｶﾞｽ雰囲

気、腐食性ｶﾞｽ雰囲気、粉塵など）における故障、不具合 
6) ﾉｲｽﾞによる故障、不具合 
7) 製品不具合 もしくは 万一当社が第三者から特許を侵害しているとｸﾚ

ｰﾑされたこと、によって貴社に生じた二次的損害 
8) 一度使用した測定子（使用に伴う寿命、汚れによる測定誤差など） 
9) 一度使用した測定子ｹｰﾌﾞﾙ（設置上の不備によるｹｰﾌﾞﾙの断線、接触不

良等） 
 

その他 
1) 本書類とは別に個別契約書や仕様に関する覚書などが存在する場合

は、その記載内容に準じます。 
2) 本製品を日本国外に輸出する場合には弊社宛てに一報頂きますと共

に、外国為替及び外国貿易法等輸出関連法規の規定に従って必要な手

続きをお取り下さいますようお願い致します。 
3) 本製品についての質問や相談に関しては、型式、製造番号をお確かめ

の上、最寄りの営業所、代理店または弊社規格品事業部にご連絡くだ

さい。 
4) 本書の内容は、予告なしに変更する場合があります。ご了承下さい。 

 
9. 汚染証明書 
本品の修理／点検等を御依頼される際は、汚染証明書に必要事項を御記載頂

き、作業依頼先又は各担当営業所にご提出願います。ﾌｫｰﾑは弊社ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞか

らﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞできます。 
 
10. ﾈｯﾄﾜｰｸ 
株式会社ｱﾙﾊﾞｯｸ http://www.ulvac.co.jp/ 
ｻｰﾋﾞｽ拠点一覧 http://www.ulvac.co.jp/support/service/index.html 
販売拠点一覧 http://www.ulvac.co.jp/support/sales_office/index.html 
 
 
 
 
 

株式会社ｱﾙﾊﾞｯｸ 規格品事業部 
〒253-8543  神奈川県茅ヶ崎市萩園2500番地 

http://www.ulvac.co.jp/ 
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